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令和 2 年は日本に
とって輝かしい年に
なるはずでした。東
京オリンピックが開
催され、海外からの
観光客は大幅に増え、
経済的成長を享受す
る。しかし、とある
病気の流行によって
大きく事態は急変し

ました。そう、新型コロナウイルスです。
この感染症があっという間に広がると、あるは

ずだった明るい未来どころか、変わらないと思っ
ていた日常さえ大きく変わりました。卒業式や入
学式は軒並み中止となり、通学もままならない日
が続きます。飲食店は営業自粛を迫られ、密閉、
密集、密接の三密を避けるため、多くの行事やイ
ベントが中止となりました。諸行無常という教え
がこれほど身に染みることはありません。「当たり
前」だと思っていた日常は当たり前でなく、「有難
い」ものであることに気づかされました。

感染防止のために「STAY HOME（家にいよう）」
が合言葉になりましたが、それが難しい人もいます。

生活を守るため働きに出ざるをえない人、必要な情
報が届かない人、そして、そもそも安定した住居を
持たない人などです。政府や各自治体は弱い立場に
ある人への支援を明言していますが、制度の複雑さ
や実施の遅さから、「今困ってる人」へ必要な支援
が届かない可能性も指摘されています。

私たちは 3 月から配食・夜回りボランティアの
募集を停止する一方、4 月からは活動の回数を増
やし、路上で困っている人たちに食事と情報を届
けることにしました。この緊急事態下で活動を継
続する中で、ありがたいことに、品薄となってい
るマスクや消毒液などのご寄付をたくさんいただ
きました。ボランティアの手が足りなければいつ
でも手伝うよとのお声も頂戴しています。ご自宅
にいながらも皆様の他者を思いやる優しいお心は
しっかりと届いております。この場を借りて深く
感謝申し上げます。

弊会としては、この状況が収束するまでボラン
ティアの募集は停止することにいたしました。ま
た、三密を避けるため、総会は書面にて行い、5
月 27 日付で承認されました。今は一日でも早く
事態が収束することを願うばかりです。みなさま
もどうぞご自愛ください。　　　　　　　　 合掌

ひとさじの会 代表　髙瀨顕功

Stay Home 
 with Compassion
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○令和元年度の活動報告

○炊き出し・夜回り支縁

・期間：平成 31 年４月 1 日～令和 2 年３月 31 日
・ 開催日数 26 回（原則として毎月第一 ･ 第三月曜日）
・配食数（おにぎり）3788 個
・ベトナム揚げ春巻　2304 個
・衣料品など生活物資　2225 点
・寝袋配布数　71 個　他団体に 100 個寄附
・配食ボランティア　延べ649人（事前連絡者のみ）

　前年度に引き続き、本年度も出会う路上生活
者数の減少が続いていました。オリンピックの
直前であることの影響か、上野公園では、夜に
台東区役所の職員などが訪問し、生活保護の申
請を促していました。路上の人の減少は、その
成果かもしれません。しかしながら、年度末に
は新型コロナウイルス感染拡大の余波で仕事を
失った人が、新たに路上に投げ出されるように
なりました。多岐にわたるコロナ禍の影響が続
いて、どのように路上生活者を追い詰めること
になるのか心配は続きます。
　悪い予感もある一方で、いつもおにぎりをお
渡ししている男性の一人が、路上から就労のた
めの学校に通い、仕事を得るに至ったというこ
とがありました。配食・夜回りがない日にも、
時折、事務局の寺を訪ねては学習の進捗状況を
語り、資格取得の時には大喜びでご報告にお越
しになりました。路上から学校に通って資格を
得るという快挙を達成した男性のおかげで、ひ
とさじメンバーも大いに勇気づけられました。

　また、冬には、台湾の仏教徒から、路上生
活者に対して１人４回分の都内共通の入浴券
１７０人分のご寄付をいただき、それを配り歩
きました。寒さのなかに暮らす路上の人々には、
満面の笑みで入浴券を受け取って下さった方も
おられました。冷え切った身体と心を温めるの
は、お風呂と相手の状況に心を寄せる気持ちの
ようです。さらに、この入浴券のご寄付に引き
続いて、ひとさじの会には在日の台湾・ベトナ
ム両国の仏教徒たちから多くの寝袋が届きまし
た。本年度はひとさじの会の予算で購入した寝
袋もあったので、昨年度お配りした新宿だけで
なく、多摩川周辺で野宿している方々にも寝袋
を届けることができました。多くの人の慈愛の
おかげです。この場をお借りして、深く御礼を
申し上げます。

世間は経済的に冷
え込んできており
ますが、どうにか
この男性を含む、
多くの路上に生き
る人が、仕事を得
ることで安心して
過ごせる場ができ
る こ と を 祈 り ま
す。

寝袋のお渡し

入浴券

春巻を揚げる様子
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〇葬送支縁

・納骨供養 5 件　
・葬儀 2 件
・法事 2 件　
・合同法要 1 件
・棚経 2 件
・墓参 7 件　
・夏祭り慰霊法要 2 件　

　本年度には、きぼうのいえ様のお墓がひとさ
じ事務局を置いている光照院に建立されました。
落慶当日は、きぼうのいえ様の礼拝堂でキリス
ト教式の法要を行い、そのまま光照院にて仏教
式の法要と納骨供養を行いました。ご遺骨の一
部を分骨して光照院墓地に納骨し、残りのご遺
骨を、きぼうのいえ様がもう一つ所有している
長野県内の墓地に埋葬することになりました。
　このような形をとることにより、利用者さん
が、納骨されたという報告を聞くだけでなく、
自ら直接きぼうのいえ様のお墓に参拝できるよ
うになりました。さっそくお墓ができて一か月
後、利用者の一人が付き添いスタッフと一緒に
車イスで参拝して、思い出を語りながら笑顔で
お帰りになりました。
　決して血縁ではないけれども、墓参によって
生前からのつながりを実感するとともに、自分
の最期の行き先が明確になることで、安心され
た方もいらっしゃるそうです。
　この他、山友会様とコスモス様の納骨法要が
令和２年３月に合同で行われました。両団体と
もに、それぞれ５名のご遺骨を埋葬いたしまし
た。あわせて１０名の方の納骨ですので、当初
は大勢の関係者が参列する予定でした。ところ
が、新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮
して、急きょ参列者を両団体のスタッフに限定
して法要を行うことになりました。親しく過ご
した人たちのことを、みんなでお見送りが出来
ないのは、本当に淋しいことです。
　新年度は、人生の最期の時間を親しい人とと
もに過ごし、その後も再び大勢で墓参ができる
よう、新型コロナウイルスによる混乱の早期収
束をお祈りいたします。

〇施米支縁

　本年度も、全国の浄土宗寺院からお米がひと
さじの会に届けられました。また、この活動を
理解して応援くださる全国の個人や団体、諸宗
派の寺院様や檀信徒様よりお米を頂戴していま
す。これらのお米は、例年通り、ひとさじの会
の活動で配られるおにぎりに使われる他、浅草
山谷地域で活動する認定 NPO 法人山友会様や、
NPO 法人きぼうのいえ様、NPO 法人友愛会様、

（一社）あじいる様等の関係団体、こども極楽堂
における子ども食堂や母子支援施設等、「食」を
必要としている方々にお福分けをさせていただ
きました。
　また、年度末には、コロナ禍の影響でパート
タイムの仕事を失った子育て世帯など、厳しい
生活を強いられることになったご家庭が増加し
ました。加えて、学校の休校や子ども食堂の閉
鎖もあり、給食や子ども食堂での食事も得られ
ない子もでてきました。
　そこで、NPO 法人台東区の子育てを支え合
うネットワーク様から無料食品配布を行いたい
との相談があり、こども極楽堂や近隣寺院の庭
先での無料食品配布や食品の直接配送も行うこ
とになりました。
　このように大勢のご家庭に食を届けることが
できているのも、全国からの施米支縁のおかげ
です。心より感謝を申し上げます。
　さらに 11 月には、大型保冷庫と冷凍庫を滋
賀支部の指定場所に設置しました。食料保存量
が増したことにより、当会滋賀支部長でフード
バンクびわ湖理事長の曽田俊弘上人が、以前に
もまして精力的にフードバンク活動を展開し、
コロナ禍のなかにも力強く困窮家庭に食品をお
届けしています。（詳細は 6 頁をご覧下さい）
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○コロナ禍での対応

事務局長　吉水岳彦

【新型コロナウイルス感染拡大による世間の変化】
　令和２年１月から日本にも感染が広がった新
型コロナウイルスによって、経済の急激な悪化が
もたらされ、結果として、多くの人が仕事を失い、
なかには倒産する会社まででてきました。そん
ななか、感染リスクの高いネットカフェも休業が
相次ぎ、ネットカフェを出され、路上での生活を
余儀なくされる人も徐々に出始めてきました。し
かし、路上生活者への炊き出しを行う複数の団体
は、三密を避けるため、活動を自粛せざるを得な
くなるという難しい事態になりました。

　ひとさじの会では、高齢で基礎疾患を持つ人
が多い路上生活者に感染が広がることを懸念し
て、2 月の夜回りからマスクの配布（１人５枚）
を開始しました。翌３月上旬からは、路上生活
者とボランティアの双方が感染しないために活
動内容と人員の縮小を決定しました。具体的な

内容は、以下の通りです。

・マスク、手洗い、手指消毒の励行
・人の密集を避けるため、炊き出しを中止して

弁当を購入
・配布物は弁当、カイロ、マスクなどに限定
・各コース最小限の人数での夜回り
・配食メンバーの集合場所を分散
・夜回り中、接触時間を短縮
・飛沫感染防止のため、夜回り時にゴーグルな

どを着用
 
　入手困難だったマスクは、３月上旬から手作
りマスクなどが届き、また、シューズメーカ―
の KEEN 様からも 600 枚のマスクが届きまし
た。当会内部でも、有志の方がマスクを手作りし、
各自が作製したマスクを市販のマスクと一緒に
配布するようになりました。また、配布物に新
型コロナウイルスについての基礎知識や罹患し
た場合の相談窓口を記載したチラシの配布を開
始しました。

手作りマスク KEEN 様からのマスク
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緊急事態宣言中、閑散とした上野駅前にて配食

お配りした除菌剤 少数での配食オンラインで対策会議
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局に設置し、日々の活動に使わせていただいて
おります。
　おかげさまで、お米・野菜・冷蔵食品・冷凍
食品の長期保存が可能となり、取り扱える食品
の品目が増え、活動の幅を大いに広げることが
できました。
　フードバンクびわ湖では、目下、「給食ロス活
用プロジェクト」に総力を挙げて取り組んでお
ります。この活動は、新型コロナウイルス感染
の拡大を機縁として生まれました。
　2 月末に政府からの休校要請を受け、滋賀県
でも公立小中学校を 3 月 2 日から一斉休校にす
ることが決定されました。これによって学校給
食がストップし、給食用の食材が行き場を失い、
廃棄処分の危機に瀕することになりました。
　「もったいないを笑顔ときずなに！」「食品ロ
スを地域資源に！」を旗印に活動しているフー
ドバンクびわ湖にとって、大量の食材が廃棄さ
れるということは許されざることであり、黙っ
て見過ごすわけにはいきません。
　そこで、「われわれが給食ロスを引き取ろう！」
と決意し、県内各市町に引き取りを打診したと
ころ、幸いにもご快諾をいただくことができま
した。それから、冷凍車を借りて各市町の給食
センターをまわって食材を引き取り、生活困窮
世帯・子ども食堂・福祉関係団体にお届けする
毎日が始まりました。
　この前例のない活動に乗り出そうと決断できた
のは、保冷庫と冷凍庫を使える環境が整っていた
からに他なりません。
　一日も早くコロナ禍が終息し学校が再開される
ことを願いながら、日々活動に精進しております。
県内各地から多くのボランティアの皆様が食材の
搬入・小分け・配布といった作業にご参加くださ
っているおかげで、活動の輪が各地に広がり、食
材が広く行き渡り、われわれの目指す「もったい
ないを笑顔ときずなに！」がささやかながら実現
している手応えを実感しております。
　保冷庫・冷凍庫は、毎日おびただしい食材が
激しく出入りし、フル稼働状態です。事務局に
ある冷凍庫に、ひとさじの会の「ロゴマーク」
と「活動目的」を張り付け、自分の福祉実践の
原点を絶えず確認するよう心掛けております。
今後も長く大切に活用させていただく所存です。

○令和２年度の活動予定

　炊き出し・夜回り支縁は、例年通り、月二回（原
則第一、第三月曜日）行います。開催予定日は
下記のようになります。

令和２年　４／６、４／１３、４／２０、４
／２７、５／４、５／１１、５／１８、５／
２５、６／ 1、６／ 15、７／６、７／ 20、８
／３、８／１７、９／７、９／２８、１０／５、
１０／２６、１１／２、１１／１６、１２／７、
１２／２１　令和３年　１／１１、１／２５、
２／１、２／１５、３／１、３／１５

　令和 2 年 4 月から、コロナ禍緊急対応として
毎週月曜日に少人数にて配食を行っていますが、
６月以降も社会の状況や他団体の活動状況に応
じて、活動の内容や回数を変更していきます。　
　新型コロナウイルス感染リスクが低くなり安
全に活動ができる状況になったときに、ボラン
ティアの募集やお寺での炊き出しを再開する予
定です。

○滋賀支部活動報告

ひとさじの会滋賀支部長　
フードバンクびわ湖理事長　

曽田俊弘

　昨年 11 月に、ひとさじの会滋賀支部の備品
として、大型保冷庫 2 台と冷凍庫 1 台を購入し
ました。保冷庫は野洲市にあるフードバンクび
わ湖の食料倉庫に、冷凍庫は守山市にある事務

大型保冷庫
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○ホームページのリニューアル

ひとさじの会理事　工藤量導

　
　2009 年 10 月 2 日、ひとさじの会の立ち上
げとほぼ同時に作成したＨＰ。長年にわたり「プ
チ・ホームページサービス」を利用していたの
ですが、2020 年 1 月 31 日をもってサービス
提供終了との報がありました。
　ちょうど 10 周年ということもあり、ＨＰの
リニューアル作業にいそしんでおりました。旧
ＨＰにも愛着があったので、なくなってしまう
のはちょっと寂しいですが…。
　そして、いよいよ新ＨＰに移行しました。と
いっても、基本的なメニューは以前のまま。と
くに大変だったのが、目玉コンテンツである「活
動日誌」（新ＨＰでは「参加者の声」）の移行作
業です。初めてボランティア参加された方々に
執筆いただいた合計 160 本以上もの記事を、
手動でせっせとコピー＆ペーストしました。
　おかげで、昔なつかしい感想文を読み直すこ
とができて、一気にこの 10 年を振り返ったよ
うな気分になりました。いろいろな方々のひと
さじの善意や行動が積み重なることで、この活
動が成り立っているのだなとあらためて気づか
されました。

　現在はひとさじの会の Facebook ページも作
られていて、日々の活動はそちらで報告してい
ます。新ＨＰのトップページでそのまま閲覧で

きるように設置できま
した。全体的にスマー
トフォンでも見やすい
レイアウトに仕上がっ
たと思います。

　最後に見逃せないチ
ェックポイントを。ひ
とさじの会のマスコッ
トキャラクターの「ふ
ーちゃん」ですが、実
は旧ＨＰでは、スプー

ンやおにぎりだけでなく、春夏秋冬の季節に応
じた食べ物をたずさえたデザインを採用した時
期もありました。今回、一気にそれらをお蔵出
し（下記参照）。ぜひ「Who is ふーちゃん？」
のメニュー欄もご覧ください！
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令和元年度決算報告

令和元年度　寄附寺院・団体（順不同敬称略）
浄土宗ともいき財団、太田慈光会、在日ベトナム仏教信者会「随縁禅室」、もやい、全国青少年教化協議会、テラネット、ハーモニー、水月会、
寺子屋カフェ、九品院（佐世保市）、回向院 ( 墨田区 )、正覚院 ( 江東区 )、來運寺 ( 天童市 )、誠心院 ( 台東区 )、引接寺 ( 那珂市 )、極楽寺 ( 福
山市 )、地蔵寺 ( 有田市 )、十念寺 ( 長野市 )、泉福寺 ( 江戸川区 )、光明院 ( 流山市 )、感応寺 ( 世田谷区 )、宝蓮寺 ( 栃木市 )、安養寺 ( 江戸
川区 )、来福寺 ( 品川区 )、慈恩寺 ( 仙台市 )、向谷寺 ( 山形市 )、安楽寺 ( 野洲市 )、常福寺 ( 北九州市 )、法城寺 ( 碧南市 )、慶岸寺 ( 横浜市 )、
成願寺 ( 田村市 )、宝国寺 ( いわき市 )、菩提院 ( いわき市 )、蓮宝寺 ( 府中市 )、照光院 ( 江東区 )、玄向寺 ( 松本市 )、法学寺 ( 長野市 )、西
門寺 ( 足立区 )、常念寺 ( 仙台市 )、愚鈍院 ( 仙台市 )、西蓮寺 ( 米沢市 )、眞福寺 ( 飯塚市 )、大雲寺 ( 江戸川区 )、満蔵寺 ( いわき市 )、長昌
寺 ( 杵築市 )、成覺寺 ( 仙台市 )、実性寺 ( 足立区 )、良心寺 ( 横須賀市 )、法源寺 ( 富士市 )、真行院 ( 台東区 )、大長寺 ( 鎌倉市 )、妙長寺 ( 河
内長野市 )、常行院 ( 松戸市 )、浄念寺 ( 桶川市 )、長伝寺 ( 港区 )、大王寺 ( 春日部市 )、圓通寺 ( 江東区 )、妙雲寺 ( 益田市 )、光源寺 ( 文京区 )、
大蓮寺 ( 川崎市 )、正光寺 ( 北区 )、真勝院 ( 葛飾区 )、福泉寺 ( 甲賀市 )、瑞泉寺 ( 台東区 )、西福寺 ( 厚木市 )、安養寺 ( 大分市 )、弘経寺 ( 結
城市 )、大道寺 ( 大阪市 )。ひとなべ会員 2 人、ひとはち会員 98 人、ひとさじ会員 39 人。

浄米・物資寄付並びに活動協力寺院・団体（順不同敬称略）
大翁寺（境町）、荘厳寺（取手市）、延命寺（取手市）、慶岸寺（横浜市）、西福寺（厚木市）、佛道寺（大和市）、海禅寺（金沢市）、明国寺（松江市）、

林昌寺（春日井市）、浄念寺（村上市）、正円寺（沼田市）、西生院（水俣市）、玉圓寺（堺市）、東京佛光山寺（板橋区）、法源寺（富士市）、西蓮寺（米

沢市）、大林寺（稚内市）、西光寺（石巻市）、泉水寺（富津市）、良心寺（横須賀市）、照光院（江東区）、西念寺（二本松市）、善光寺（松戸市）、

来運寺（天童市）、在日ベトナム仏教信者会「随縁禅室」、天然寺（木島平村）、大雲寺（江戸川区）、真行院（台東区）宗圓寺（台東区）、本通寺（台

東区）、長昌寺（台東区）、来迎寺（香取市）、正定寺（古河市）正覚寺（古河市）、回向院（墨田区）、雲上寺（塩竃市）、玄向寺（松本市）、長昌寺（杵

築市）、東光寺（板橋区）、仏教伝道協会、シンママ熊本応援団、マイトリーヘルプサービス、つくろい東京ファンド、ビックイシュー基金、山友会、

ポレポレ、台東区の子育てを支え合うネットワーク、あじいる、下町グリーフサポート響和国、片山農園、大船渡市天使の森、利嘉、インフォームド。

この他、個人からのご寄付も頂戴いたしました。ご支援下さったすべての方に深く感謝を申し上げます。                                          　

ひとさじの会代表　髙瀨顕功拝


